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は じ め に

昨年9月8日に湯川秀樹先生が亡くなられて以来,先生の御業績,お人柄を偲ぶ数多くの催し,出版な

どが行われましたO京都大学においては,基礎物理学研究所と理学部の共同主催で昨年10月末に ｢湯川

秀樹博士追悼行事｣がおこなわれ,その記録は理論物理学刊行会より出版されております｡

今年 1月,基礎物理学研究所の研究部員会において基礎物理学分野での全国的広がりをもって湯川先生

を追悼する行事が発案され,3月26日にシンポジウム ｢基礎物理学の方向｣が開かれました｡ その主

旨は湯川先生の御業績を偲ぶとともに基礎物理の現状から将来を展望するシンポジウムを行い,それを先

生に捧げるというものでありますOここドニのシンポジウムの記録を上梓し,基礎物理学の今後の発展に

関する討論に資したいと考えます｡

シンポジウム実行委員

阿部恭久,上田 顕,九後太一

蔵本由紀 佐藤文隆,玉垣良三,牧 二郎
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